
全体 月 会場 定員 区分 研　　修　　名 全体 月 会場 定員 区分 研　　修　　名

7 1 火 医 100 Ｅ 精神障害の特性を理解する研修 12 1 月 imy 100 Ｅ アンガーマネジメント研修

7 月 オンライン 100 Ａ 社会人としてのマナー研修 5 金 imy 100 Ｅ 薬学基礎知識研修（障害）

8 火 総 50 Ａ 新任職員基礎研修（高齢） 8 月 医 100 Ｅ 精神障害の特性を理解する研修

10 木 医 100 Ａ 福祉専門職としての接遇研修 11 木 総 50 Ｃ 人材定着研修

15 火 総 70 Ｄ 会計基礎研修ⅠＡコース 17 水 M 20 Ｅ 普通救命研修（午前）

18 金 オンライン 100 Ｅ 感染症対策研修 17 水 M 20 Ｅ 普通救命研修（午後）

23 水 総 40 Ｄ 会計基礎研修ⅠＢコース 18 木 M 20 Ｅ 普通救命研修（午前）

25 金 オンライン 80 Ａ 介護記録研修 18 木 M 20 Ｅ 普通救命研修（午後）

28 月 imy 100 Ａ 新任職員基礎研修（障害） 23 火 総 100 Ｂ タイムマネジメント研修

30 水 オンライン 100 Ｅ 権利擁護研修 1 13 火 就 100 Ｆ 知的障害研修

8 5 火 総 80 Ｃ 人材育成研修 14 水 総 40 Ｇ グループホーム世話人等研修

7 木 総 100 Ａ 対人援助技術研修 16 金 吹 100 Ｂ スーパービジョン研修

19 火 医 100 Ｅ 発達障害研修（基礎編） 20 火 医 80 Ｃ メンタルヘルス研修

20 水 総 60 Ｅ 施設・事業所職員向け地域づくり研修 22 木 オンライン 100 Ｅ ターミナルケア研修

25 月 総 80 Ｅ 医療基礎知識研修（高齢） 27 火 オンライン 80 Ｃ 人権・倫理研修（管理者向け）

26 火 医 100 Ｆ 発達障害研修（応用編） 28 水 総 100 Ｅ 医療基礎知識研修（障害）

28 木 M 20 Ｅ 普通救命研修（午前） 30 金 総 100 Ｇ 重症心身障害児支援研修

28 木 M 20 Ｅ 普通救命研修（午後） 2 2 月 総 50 Ｇ 相談支援技術研修

29 金 M 20 Ｅ 普通救命研修（午前） 3 火 オンライン 100 Ｅ 身体拘束につながらない支援を学ぶ研修（障害）

29 金 M 20 Ｅ 普通救命研修（午後） 5 木 医 100 Ｆ  障害福祉サービス運営基準・報酬に関する知識研修

9 1 月 総 60 F  放課後等デイサービス研修（幼児・小学生向け） 13 金 オンライン 100 Ｅ 権利擁護研修

4 木 医 100 Ｆ 障害福祉制度研修 17 火 総 100 Ｂ ハラスメント防止研修

10 水 総 50 Ｇ サビ管・児発管のための個別支援計画作成研修 18 水 総 50 Ｇ サービス等利用計画作成研修

17 水 総 80 Ｂ ファシリテーション研修 19 木 総 75 Ｅ 身体拘束につながらない支援を学ぶ研修（高齢）

22 月 オンライン 100 Ｆ 強度行動障害のある人への支援について学ぶ研修

24 水 総 100 Ｇ 障害児支援基礎研修

29 月 総 60 Ｇ 就労支援研修

10 1 水 あ 30 Ｅ 介護技術向上研修（高齢事業所向け）

2 木 あ 30 Ｅ 介護技術向上研修（障害事業所向け）

7 火 総 60 F  放課後等デイサービス研修（中高生向け）

8 水 総 80 Ａ 介護記録研修

10 金 オンライン 100 Ｅ ICT活用による業務効率化研修（導入） ○研修体系区分

14 火 総 70 Ｄ 会計基礎研修ⅡＡコース Ａ 新規採用者職員研修

16 木 医 100 Ｅ 排泄ケア研修 Ｂ 中堅職員研修

17 金 総 40 Ｄ 会計基礎研修ⅡＢコース Ｃ 管理者研修

21 火 M 20 Ｅ 普通救命研修（午前） Ｄ 社会福祉法人会計事務員研修

21 火 M 20 Ｅ 普通救命研修（午後） Ｅ スキルアップ研修

22 水 M 20 Ｅ 普通救命研修（午前） Ｆ 分野別研修

22 水 M 20 Ｅ 普通救命研修（午後） Ｇ 職種別研修

24 金 能 50 Ｅ 防災研修（午前）

24 金 能 50 Ｅ 防災研修（午後）

30 木 オンライン 100 Ｅ 薬学基礎知識研修（高齢）

31 金 imy 100 Ｅ 認知症の理解と支援について学ぶ研修

11 5 水 オンライン 80 Ｂ 人権・倫理研修（中堅職員向け） 〇研修会場　早見表

7 金 オンライン 100 Ｅ 感染症対策研修 総

11 火 総 70 Ｄ 予算・決算対策研修Ａコース 医

12 水 オンライン 100 Ｃ 労務管理研修 M

13 木 総 40 Ｄ 予算・決算対策研修Ｂコース あ

14 金 M 50 Ｇ  サビ管・児発管のための個別支援計画作成研修 就

20 木 imy 100 Ａ 対人援助技術研修 imy

21 金 オンライン 80 Ｃ 人材育成研修 能 名古屋能楽堂

28 金 総 100 Ｂ スーパービジョン研修 吹 名古屋市中小企業振興会館（吹上ホール）

５
月
案
内
・
６
月
受
講
決
定

名古屋市高齢者就業支援センター

令和７年度　名古屋市高齢・障害福祉職員研修事業　年間予定表 

日 日

名古屋市総合社会福祉会館

名古屋市医師会館

MOBILITY GATE 吹上

あいち福祉医療専門学校

高
齢
・
障
害
福
祉
共
通
障
害
福
祉

１
０
月
案
内
・
１
１
月
決
定

７
月
案
内
・
８
月
受
講
決
定

imy会議室



令和7年7月8日（火）

10：00～16：00

名古屋市総合社会福祉会館

令和7年7月28日（月）

10：00～16：00

imy会議室

 【1回目】令和7年8月7日（木）

10：00～16：40

名古屋市総合社会福祉会館

 【２回目】令和7年11月20日（木）

10：00～16：00

imy会議室

令和7年7月7日（月）

10：00～16：00

オンライン研修

令和7年7月10日（木）

10：00～16：00

名古屋市医師会館

 【1回目】令和7年7月25日（金）

10：00～16：00

オンライン研修

 【２回目】令和7年10月8日（水）

10：00～16：00

名古屋市総合社会福祉会館

 【1回目】令和7年11月28日（金）

10：00～16：30

名古屋市総合社会福祉会館

 【２回目】令和8年1月16日（金）

10：00～16：30

名古屋市中小企業振興会館（吹上ホール）

令和7年12月23日（火）

10：00～16：40

名古屋市総合社会福祉会館

令和7年9月17日（水）

10：00～16：40

名古屋市総合社会福祉会館

令和7年11月5日（水）

10：00～16：00

オンライン研修

令和8年2月17日（火）

10：00～16：00

名古屋市総合社会福祉会館

令和7年12月11日（木）

10：00～16：00

名古屋市総合社会福祉会館

令和7年11月12日（水）

10：00～16：00

オンライン研修

令和8年1月20日（火）

10：00～16：00

名古屋市医師会館

【１回目】令和7年8月5日（火）

10：00～16：00

名古屋市総合社会福祉会館

【２回目】令和7年11月21日（金）

10：00～16：00

オンライン研修

令和8年1月27日（火）

10：00～16：00

オンライン研修

【Aコース】令和7年7月15日（火） 【Aコース】

10：00～16：00 会計事務担当者

名古屋市総合社会福祉会館

【Bコース】令和7年7月23日（水） 【Bコース】

10：00～16：00 経営者・管理者

名古屋市総合社会福祉会館

【Aコース】令和7年10月14日（火） 【Aコース】

10：00～16：00 会計事務担当者

名古屋市総合社会福祉会館

【Bコース】令和7年10月17日（金） 【Bコース】

10：00～16：00 経営者・管理者

名古屋市総合社会福祉会館

【Aコース】令和7年11月11日（火） 【Aコース】

10：00～16：00 会計事務担当者

名古屋市総合社会福祉会館

【Bコース】令和7年11月13日（木） 【Bコース】

10：00～16：00 経営者・管理者

名古屋市総合社会福祉会館

新任職員基礎研修
（高齢）

新任職員基礎研修
（障害）

50

100

採用後概ね
１年未満の職員

採用後概ね
１年未満の職員

ファシリテーション研修 80
概ね経験年数
3～5年の職員

採用後概ね
１年未満の職員

スーパービジョン研修
各回
100

概ね経験年数
3～5年の職員

採用後概ね
１年未満の職員

タイムマネジメント研修 100
概ね経験年数
3～5年の職員

社会人としてのマナー
研修

採用後概ね
１年未満の職員

接遇と接客との違いをはじめ、福祉専門職として必要な視
点(プロとしての気づき)や接遇のポイントを学びながら日頃
のケアを振り返る機会とする。介護現場において想定され
る接遇上の問題点などを考察し、不安や疑問の解消を図
り、利用者にとって心地よいケアの提供を目指す。

よりそっと　
代表　山本 正子　氏

株式会社 日本マネジメント協会　
福島 清誠　氏中

堅
職
員
研
修

中堅職員が指導法のひとつであるスーパービジョンの理
論、指導者であるスーパーバイザーと指導される者である
スーパーバイジーそれぞれの役割、実践法について学ぶ
ことで、職場全体の対人援助職としての専門性を向上さ
せ、利用者の処遇向上を目指す。

ハラスメント防止研修 100

福祉従事者として身に着けておくべき人権や職業倫理に
ついて学び、日々の業務を行う上で起こりうるカスタマーハ
ラスメント等について他所属・他職種の受講者同士でのア
ドバイスや悩みを共有する機会とする。

株式会社 日本マネジメント協会
中村 英泰　氏

概ね経験年数
3～5年の職員

ファシリテーターとしての役割やスキルを体験的に学ぶこと
で、会議の活性化かつ効率的な進行が実現できるよう目
指す。
※研修内で30分ほど、高齢者及び障害者虐待防止法に
ついての理解を図る研修を実施します。

株式会社 日本マネジメント協会
田中 宏幸　氏

令和7年度　名古屋市高齢・障害福祉職員研修事業　年間実施計画　 (R7.10.20現在）

研修体系区分 研　　　修　　　名 日時・場所 定員 対象 研　　　修　　　の　　　ね　　　ら　　　い 講　師

高
齢
・
障
害
福
祉
職
員
向
け
共
通
研
修

新
規
採
用
者
職
員
研
修

介護記録研修
各回
80

介護記録の意義や目的、重要性とサービス提供との関係
性、活用方法について学び、演習では例題をもとに実際
に介護記録を書き、介護職員として留意すべき記録の書
き方、他者が読みやすい記録の書き方を学ぶことで、正確
でわかりやすい情報の記録・共有ができるよう目指す。

効率的な時間の使い方を学ぶことで、利用者へのサービ
スの質を維持したまま、職員の負担の軽減や労働生産性
の向上を目指す。
※研修内で30分ほど、高齢者及び障害者虐待防止法に
ついての理解を図る研修を実施します。

対人援助技術研修
各回
100

対人援助職として経験の浅い方々を対象とし、よりよい対
人援助を実践するための基本的な知識・技術・態度を学
ぶ。特に、支援が必要な人の人となりを理解し、寄り添う
「伴走型支援」のあり方を中心に、アセスメントや多職種連
携の基本的な考え方について学ぶ機会とする。
※第１回目の研修内で30分ほど、高齢者及び障害者虐待
防止法についての理解を図る研修を実施します。

社会福祉法人 半田市社会福祉協議会
前山 憲一　氏

福祉専門職としての
接遇研修

100

ソーシャルワーカーサポートセンター名古屋（SSN)
代表　浅野 正嗣　氏

人権・倫理研修
（中堅職員向け）

80
概ね経験年数
3～5年の職員

福祉従事者として身に着けておくべき人権や職業倫理に
ついて学び、職場での教育に取り入れてもらうとともに、他
所属・他職種の受講者同士で日々の業務を行う上でのア
ドバイスや悩みを共有する機会とする。

株式会社 イコール
代表取締役　小林 知久　氏

社
会
福
祉
法
人
会
計
事
務
員
研
修

会計基礎研修Ⅰ

Ａ
70

Ｂ
40

一般社団法人 名北労働基準協会　
愛知労務管理コンサルティング
特定社会保険労務士　加藤 豊　氏

メンタルヘルス研修 80
管理者・

人事労務事務
担当者

うつ病等の精神障害に関する労働災害、職場のハラスメン
ト対策等の、管理職に必要な法的知識について事例を用
いながら学ぶ。また、職場での対応や就業規則などの仕
組みづくりを通して、職場のリスク管理と働きやすい職場環
境の実現に向けた学びを深める。

オフィス・イデア
特定社会保険労務士　上栁 聡美　氏管

理
者
研
修

人材定着研修 50
管理者・

人事労務事務
担当者

職場でのコミュニケーションの質を高め、協力的で信頼関
係のある環境を作り出すためには、「伝える・伝わる・わかり
あう」かかわりが重要である。正確に意図を伝え、相手の意
見や気持ちを理解することで、より良い職場環境を自ら築
いていけることを本研修の狙いとする。

株式会社 グッド・チーム
代表取締役　豊岡 敬子　氏

労務管理研修 100
管理者・

人事労務事務
担当者

福祉施設の職場・職員に関する労務管理や法律制度の基
礎知識、さらに具体的な事例を元にしたケーススタディか
ら労務管理に必要な書類作成を行い、職員が働きやすい
良好な職場環境を整える方策について考える機会とする。

管理者・
人事労務事務

担当者

管理者として身に着けておくべき人権や職業倫理につい
て学び、職場での教育に取り入れてもらうとともに、他所
属・他職種の受講者同士で日々の業務を行う上でのアド
バイスや悩みを共有する機会とする。

株式会社 イコール
代表取締役　小林 知久　氏

会計基礎研修Ⅱ

・Ａコースは、社会福祉法人特有の会計処理、月次処理
等の基礎を学ぶとともに財務諸表の見方・経営改善のポイ
ントを把握する。
・Ｂコースは、業務を客観的に分析・再評価し、生産性向
上についてのイメージ作りを行う。経営戦略に基づく事業
運営を行うための基礎を学ぶ。

Ａ
70

Ｂ
40

予算・決算対策研修

Ａ
70

Ｂ
40

・Ａコースは、社会福祉法人会計基準に則った決算処理や予
算作成のポイント及び作成の実務について学ぶ。
・Ｂコースは、社会福祉法人の予算・決算と事業計画について
学ぶ。法人が合併する場合の手続きの流れを理解する。

Aコース：税理士法人 田中・䭾野会計
　　　　　　税理士　䭾野 仁　氏

Bコース：税理士法人 田中・䭾野会計
　　　　　　税理士　䭾野 縫子　氏

・Ａコースは、簿記会計の役割とその基本的知識・重要
性、貸借対照表・資金収支計算書・事業活動計算書の関
係、作り方の基礎を学ぶ。
・Ｂコースは、決算書の見方を具体例から学ぶとともに、自
法人の決算書からポイントとなる指標を把握し、評価する。
事業計画を立てる際の基本的な考え方であるマネジメント
サイクルを理解し、計画策定方法・実施のプロセスを学
ぶ。また施設の維持管理の計画立案の方法を確認する。

福祉従事者として必須である人権について学ぶとともに、
受講者同士の悩みの共有をおこなったり、新任職員の役
割を理解し将来像を描くことで、職員として成長するため
の取り組む姿勢を学ぶ。また、先輩職員や受講者同士が
日々の業務を行う上でのアドバイスや悩みを共有する機会
とする。

80
管理者・

人事労務事務
担当者

人材育成の基礎知識や職場内のチームリーダーの育成に
ついて学び、それぞれの施設・事業所にあったキャリアパ
スの構築方法や活用方法等、福祉の職場で主導して取り
組める人材育成方法を通して事業所内でのメンバーシッ
プやチームアプローチの向上を目指す。

高崎健康福祉大学 健康福祉学部 社会福祉学科　
教授　永田 理香　氏

社会福祉法人 名古屋市社会福祉協議会
　成年後見あんしんセンター 職員
社会福祉法人 なごや福祉施設協会
　職員の皆様

社会福祉法人 名古屋市社会福祉協議会　
　成年後見あんしんセンター 職員
社会福祉法人 名古屋ライトハウス
　職員の皆様

80

名古屋柳城短期大学
教授　介護福祉士　大﨑 千秋　氏

100

業務に求められる心構えを理解し、福祉職員に求められる
接遇スキルとコミュニケーションの基本を身につける。ま
た、ご利用者対応やご家族との関わり方、クレーム対応の
基本を理解し、他職種との連携を意識することで、自信を
持って現場に立つことを目指す。

株式会社 日本マネジメント協会　
西田 かおり　氏

人材育成研修

人権・倫理研修
（管理者向け）

採用後概ね
１年未満の職員



研修体系区分 研　　　修　　　名 日時・場所 定員 対象 研　　　修　　　の　　　ね　　　ら　　　い 講　師

 【1回目】令和7年7月30日（水）

10：00～16：30

オンライン研修

 【２回目】令和8年2月13日（金）

10：00～16：30

オンライン研修

令和7年10月1日（水）

10：00～16：00

あいち福祉医療専門学校

令和7年10月2日（木）

10：00～16：00

あいち福祉医療専門学校

【1回目】令和7年7月18日（金）

10：00～16：00

オンライン研修

【2回目】令和7年11月７日（金）

10：00～16：40

オンライン研修

令和7年10月10日（金）

10：00～16：40

オンライン研修

令和7年10月31日（金）

10：00～16：00

imy会議室

【障害】令和8年2月3日（火）

10：00～16：40

オンライン研修

【高齢】令和8年2月19日（木）

10：00～16：00

名古屋市総合社会福祉会館

 【1回目】令和7年7月1日（火）

10：00～16：00

名古屋市医師会館

 【２回目】令和7年12月8日（月）

10：00～16：00

名古屋市医師会館

令和7年8月25日（月）

10：00～16：00

名古屋市総合社会福祉会館

令和8年1月28日（水）

10：00～16：00

名古屋市総合社会福祉会館

【高齢】令和7年10月30日（木）

10：00～16：00

オンライン研修

【障害】令和7年12月5日（金）

10：00～16：00

imy会議室

令和7年10月24日（金）

 午前【1回目】10：00～12：30

 午後【2回目】13：30～16：00

名古屋能楽堂

令和7年12月1日（月）

10：00～16：00

imy会議室

令和7年８月20日（水）

10：00～16：00

名古屋市総合社会福祉会館

令和7年10月16日（木）

10：00～16：00

名古屋市医師会館

令和8年1月22日（木）

10：00～16：40

オンライン研修

ターミナルケア研修

排泄ケア研修 100
高齢・障害福祉

事業所職員

高齢者の終末期を迎える機会が増える中、本人や家族が
望む最期を支えるために、介護職としての支援の在り方を
見つめ直す。ターミナル期に求められる心構えや役割、多
職種連携、家族・職員へのケアなど基礎的な知識を学び、
グループワークを通して理解と認識を深める。
※研修内で30分ほど、高齢者及び障害者虐待防止法に
ついての理解を図る研修を実施します。

高
齢
・
障
害
福
祉
職
員
向
け
共
通
研
修

高齢・障害福祉
事業所職員

地域のつながりが希薄化しているなか、地域住民の頼りに
なるべき施設・事業所における地域づくりの必要性につい
て、実践事例を通して考える機会とする。

愛知淑徳大学 福祉貢献学部 福祉貢献学科 
教授　中村 弘佳　氏

施設・事業所職員向け
地域づくり研修

60

100

75

感染症対策研修

介護技術向上研修
（高齢事業所向け）

30
高齢関係事業所
に勤務する職員

利用者の自然な動きを理解し、それに応じた介護技術が
できるよう利用者・介護者双方に負担のない介護技術のあ
りかたを学ぶ。

名古屋柳城短期大学
教授　介護福祉士　大﨑 千秋　氏

権利擁護研修 各100
高齢・障害福祉

事業所職員

権利擁護支援や障害者差別・虐待についての基礎知識と
その関係機関の役割について学ぶとともに、日常生活自
立支援事業や成年後見制度等の判断能力が低下した方
や身寄りがない方の権利を守り、生活を支える制度や事業
について理解を深める。

社会福祉法人 名古屋市社会福祉協議会
権利擁護推進部　職員

疾患と薬に対しての正しい知識を身に付けることは大切な
ことである。
そこで、福祉専門職に必要な疾患と薬に関する知識につ
いて学ぶ事で、利用者の安全確保につなげる機会とす
る。

高齢関係事業所
に勤務する職員

障害関係事業所
に勤務する職員

介護技術向上研修
（障害事業所向け）

30
障害関係事業所
に勤務する職員

利用者の生活のあらゆる場面で必要とされる体位変換と移
動・移乗の技術について知り、利用者の自然な動きを理解
することで、利用者・介護者双方に負担のない介護技術の
ありかたを学ぶ。

名古屋柳城短期大学
教授　介護福祉士　大﨑 千秋　氏

医療基礎知識研修
（障害）

100
障害関係事業所

職員

障害福祉施設において、利用者・医療機関との関わりの中
で必要となる、医療基礎知識や連携を円滑にする方法を
学ぶ。

一般財団法人 名古屋市療養サービス事業団
名古屋市港・熱田訪問看護ステーション　
所長  中村 美喜　氏

精神障害の特性を
理解する研修

各100
高齢・障害福祉

事業所職員

前半に精神疾患・障害の基礎知識に触れ、利用者と関わ
る際の支援者としての心構えや対応のポイントなどを中心
に学び、後半に当事者の方やご家族の方から、本人の生
の声に耳を傾け、利用者を取り巻く生活環境や気持ち、個
人の症状を理解したうえで、精神障害の特性を踏まえた支
援について考える機会とする。

社会福祉法人 親愛の里
　中村区障害者基幹相談支援センター
　センター長　関戸 久美子　氏
名古屋市精神障害者家族会連合会
　ご家族の皆様
一般社団法人  サイクルサービスなごや
　職業指導員　河合 俊光　氏
　および当事者の皆様

医療基礎知識研修
（高齢）

80
高齢関係事業所

職員

高齢福祉事業所における利用者・医療機関との関わりの
中で、円滑な連携を図れるよう、共通言語として基礎的な
医療知識を学ぶ。

一般財団法人 名古屋市療養サービス事業団
名古屋市港・熱田訪問看護ステーション　
所長  中村 美喜　氏

身体拘束につながらな
い支援を学ぶ研修

ス
キ
ル
ア

ッ
プ
研
修

ＩＣＴ活用による
業務効率化研修
（導入）

認知症の理解と支援に
ついて学ぶ研修

100
高齢・障害福祉

事業所職員

高齢・障害福祉
事業所職員

100

福祉の職場でのICTを活用した業務効率化方法や事例等
を学び、業務負担の軽減とともに働き方改革の実現を目
指す。
また、ＩＣＴに不慣れな介護職員に対応するために、事前
準備・指導体制・運用方法などの実例により、ＩＣＴ導入の
入口でのつまずきを解消・防止することを目的とする。
※研修内で30分ほど、高齢者及び障害者虐待防止法に
ついての理解を図る研修を実施します。

株式会社 イコール
代表取締役　小林 知久　氏

特別養護老人ホーム フラワー園
施設ゼネラルマネジャー・名古屋市認知症介護指導者
上本 純也　氏
和みの家デイサービス　
管理者・名古屋市認知症介護指導者
小島 刀子　氏
居宅介護支援事業所 ケアマキス笹原
介護支援専門員・名古屋市認知症介護指導者
野田 純子　氏

認知症に関する基礎的な知識を深めるとともに、認知症の
ある方の視点に立った支援のあり方を学ぶ。
また、中核症状や行動・心理症状（BPSD）を正しく理解し、
日々の実践において「その人らしさ」を尊重した関わり方や
支援の工夫を考えることを目的とする。

薬学基礎知識研修 100

アンガーマネジメント研
修

100
高齢・障害福祉

事業所職員

怒りや悲しみ等の感情をコントロールし、状況を客観的に
見るための方法を学ぶことで、衝動的に感情が高まっても
自身で沈静化し適切に対処できる力の向上を目指す。

株式会社 日本マネジメント協会
香山 由紀　氏

防災研修 各50

関西福祉科学大学 社会福祉学部 福祉創造学科
教授　加藤 友野　氏

経営者・管理者等

参加者施設におけるBCPを共有・意見交換と、講師からの
助言に加え、災害ボランティアとして災害支援および名古
屋市内での防災活動に取り組む地域住民の多角的な視
点から意見・情報を受け相互に学び合うことから、各事業
所のBCPの強みや課題について検討し、災害に対する日
常の備えや地域との連携について考える機会とします。

愛知医科大学看護学部 地域・在宅看護学
教授　佐々木　裕子　氏
愛知医科大学看護学部 臨床実践看護学
講師　橋本　茜 氏
愛知医科大学看護学部 公衆衛生看護学
講師　二村　純子 氏
認定NPO法人レスキューストックヤード
ボランティア看護・福祉チーム
藤井　文香 氏

障害関係事業所
に勤務する職員

高齢関係事業所
に勤務する職員

今一度障害者虐待防止法についての整理をする中で、身
体拘束のない支援の在り方について、理解を深めていくこ
とをねらいとする。
※研修内で30分ほど、高齢者及び障害者虐待防止法に
ついての理解を図る研修を実施します。

「身体拘束適正化の推進」については、高齢福祉サービス
事業所においても昨年度から義務化されている。本研修
では、権利擁護の視点から、身体拘束のない支援の在り
方について、理解を深めていくことをねらいとする。

障害者福祉サポートセンター りとるらいふ
統括施設長　片桐 公彦　氏

認知症介護研究・研修大府センター
山口 友佑　氏

各100

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）、インフルエンザ、
食中毒、ノロウイルスといった健康被害を及ぼす感染症に
対して、高齢・障害福祉事業所に適した感染予防と発症
時の迅速な対処について学習する。加えて、感染予防とし
て、日常業務で使用している消毒薬に焦点をおき、適切な
使用法と管理についても学ぶ。
※第2回目の研修内で30分ほど、高齢者及び障害者虐待
防止法についての理解を図る研修を実施します。

浜松医科大学 医学部 看護学科
教授　脇坂 浩　氏

高齢・障害福祉
事業所職員

100
高齢・障害福祉

事業所職員

排泄ケアの意義やおむつの果たす役割と上手な使い方を
学ぶとともに、実技演習を通して排泄介助の負担軽減等、
スキルの向上を目指す。

よりそっと　
代表　山本 正子　氏

名古屋市薬剤師会
近藤 満里子　氏

医療法人 明宣会 奥田内科クリニック 精神科医師
藤田医科大学 精神科 客員准教授　
奥田 明子　氏
医療法人 交正会 精治寮病院　
薬剤師　小川 尊子　氏

利用者の心身の状態と薬の効果・作用等についてよく理
解し、正しい知識を身に付けることが大切である。福祉専
門職に必要な服薬管理に関する基礎知識及び副作用や
相互作用、注意点について学ぶ事で、利用者の安全確保
につなげる機会とする。



研修体系区分 研　　　修　　　名 日時・場所 定員 対象 研　　　修　　　の　　　ね　　　ら　　　い 講　師

 【1回目】令和7年8月28日（木）

 【2回目】令和7年8月28日（木）

 【3回目】令和7年8月29日（金）

 【4回目】令和7年8月29日（金）

 【5回目】令和7年10月21日（火）

 【6回目】令和7年10月21日（火）

 【7回目】令和7年10月22日（水）

 【8回目】令和7年10月22日（水）

 【9回目】令和7年12月17日（水）

 【10回目】令和7年12月17日（水）

 【11回目】令和7年12月18日（木）

 【12回目】令和7年12月18日（木）

各回の時間は右記の通り

MOBILITY GATE 吹上（全日）

令和7年8月19日（火）

10：00～16：00

名古屋市医師会館

令和7年9月4日（木）

10：00～16：00

名古屋市医師会館

令和7年9月22日（月）

10：00～16：00

オンライン研修

令和8年1月13日（火）

10：00～16：00

名古屋市高齢者就業支援センター

令和7年8月26日（火）

10：00～16：00

名古屋市医師会館

令和7年9月1日（月）

10：00～16：00

名古屋市総合社会福祉会館

令和7年10月7日（火）

10：00～16：00

名古屋市総合社会福祉会館

令和8年2月5日（木）

10：00～16：00

名古屋市医師会館

 【1回目】令和7年9月10日（水）

10：00～16：00

名古屋市総合社会福祉会館

 【2回目】令和7年11月14日（金）

10：00～16：00

MOBILITY GATE 吹上

令和8年2月18日（水）

10：00～16：00

名古屋市総合社会福祉会館

令和8年2月2日（月）

10：00～16：00

名古屋市総合社会福祉会館

令和8年1月14日（水）

10：00～16：00

名古屋市総合社会福祉会館

令和7年9月29日（月）

10：00～16：00

名古屋市総合社会福祉会館

令和7年9月24日（水）

10：00～16：00

名古屋市総合社会福祉会館

令和8年1月30日（金）

10：00～16：00

名古屋市総合社会福祉会館

専門職として知的障害の学齢期から就労までの支援者の
役割について基礎的内容の理解を深めるとともに当事者
のニーズを把握し、それに沿った支援方法を深める。

認定NPO法人 パンドラの会
事務局長　瀧川 賢司　氏
特別支援学校 聖母の家学園　
小学部教諭　辻 和美　氏

発達障害研修
(応用編)

100

発達障害研修
(基礎編)

各20
高齢・障害福祉

事業所職員

自閉スペクトラム症の特性や行動の見方、障害モデルと
いった基礎的なことについて学ぶとともに、応用行動分析
の入り口の部分を学び、日常の支援に繋げることを目指
す。

アイズサポート　
代表　伊藤 久志　氏

普通救命研修

心肺蘇生法や止血法といった応急手当の知識・技術や
AEDの使用法について学び、緊急時に対応できる人材を
育成する。（１２回とも同一内容）

【１回目】【３回目】【５回目】【７回目】【９回目】【１１回目】は
午前コース　9：30～12：30

【２回目】【４回目】【６回目】【８回目】【１０回目】【１２回目】は
午後コース　13：15～16：15

障害児支援基礎研修 100
障害児支援

関係業務従事者

障害児支援の基本的な理念や利用児童それぞれの発達
段階に応じた支援方法や保護者とのかかわり方を学ぶとと
もに、利用児童の発達に応じた個別支援計画について確
認する。また演習にて、自己の支援内容の振り返りや事業
所間の情報交換も行い、障害児支援のさらなる質向上を
目指します。

社会福祉法人 名古屋キリスト教社会館
佐藤 明裕　氏
社会福祉法人 あさみどりの会
山本 智恵　氏　
　 
  
  

障
害
福
祉
職
員
向
け
研
修

知的障害研修

強度行動障害のある人
への支援について学
ぶ研修

職
種
別
研
修

応急手当研修センター　指導員

分
野
別
研
修

障害福祉制度研修

サービス管理
責任者

・
児童発達支援
管理責任者

日本福祉大学 社会福祉学部 社会福祉学科
教授　木全 和巳　氏

就労支援研修 60
就労支援事業所

従事職員

認知行動療法のひとつである、ＳＳＴ（ソーシャル・スキル
ズ・トレーニング）を学ぶことで、社会生活上で様々な困難
を抱える人たちの自己対処能力を高め、自立を支援する
技術の習得を目指す。

同朋大学 社会福祉学部 教授
社会福祉学科長（社会福祉専攻）
精神保健福祉士　吉田 みゆき　氏

サビ管・児発管のため
の個別支援計画作成
研修

相談支援専門員

多様な業務に追われる中で効率も重要であるが、まずは利用
者一人ひとりのニーズ理解が基本である。本研修では、ソー
シャルワークアセスメントの核である「ニーズ主導アセスメント」に
おける仮説生成・検証・共有のプロセスを体験し、明日から現
場で実践できるステップを一緒に学ぶ。

一般社団法人 コミュニティーネットハピネス
代表理事　土屋 幸己　氏

障害福祉サービス
運営基準・報酬に
関する知識研修

100

放課後等
デイサービス研修
(幼児・小学生向け)

100
高齢・障害福祉

事業所職員

100
障害者(児)支援
関係業務従事者

強度行動障害の特性に配慮した支援法を学ぶことで、自
傷・他害行為を減らし、虐待の防止といった利用者の処遇
の向上を目指す。

国立重度知的障害者総合施設 のぞみの園　
職員の皆様

各50

制度の最新情報及び今後の動向を把握するとともに、利
用者の「望み」「生活」を支援するためにサービス管理責任
者・児童発達支援管理責任者としてどのような視点が必要
かを学び、計画作成スキル及び利用者へのサービス向上
を目指す。

重症心身障害児支援
研修

100
障害児支援

関係業務従事者

障害福祉サービスの多様化に伴い、医療的ケアを必要と
する障害児の受入ニーズが増加する中、対応に苦慮する
事例が増えている。本研修では、重症心身障害児の対応
を専門とする講師を招き、呼吸管理や摂食嚥下などの具
体的対応や相談援助技法を学び、受講者のスキル向上と
利用者・家族の安心感向上を図る。

名古屋市重症心身障害児者施設
「ティンクルなごや」　職員の皆様

令和6年度の法改正・報酬改定を踏まえ、障害福祉サービ
スの実践が求められる中、利用者中心の地域生活支援と
共生社会の実現が共通目標である。本研修では、制度改
正を踏まえた全事業共通の運営ポイントや事業別の留意
点を再確認し、今後のサービス提供の在り方を考える。

社会福祉法人 名古屋市総合リハビリテーション事業団

名古屋市総合リハビリテーションセンター　
相談支援部長　小島 一郎　氏　　他

放課後等
デイサービス研修
(中高生向け)

60
障害者(児)支援
関係業務従事者

生育歴、しょうがい特性、発達やいまの環境など本人の視
点で「自己紹介」を創造することで、本人のおもいやねが
いを共感的に理解するために必要な技術について学ぶ。
また、思春期の子どもたち、青年たちに視点をあてて、から
だの変化やこころの変化への理解と支援について、学び
合うことをねらいとする。

日本福祉大学 社会福祉学部 社会福祉学科
教授　木全 和巳　氏

相談支援技術研修 50

サービス等利用計画作
成研修

50

障害者(児)支援
関係業務従事者

相談支援専門員

サービス等利用計画や個別支援計画書は、アメリカ発祥
のケアマネジメント技術に基づきプランされる。本研修で
は、その各思考段階の基礎を学び、参加型演習を通して
即実務に活かせる内容を提供する。初任者はもちろん、現
任者の質向上も目指す。

社会福祉法人 百千鳥福祉会
理事長　竹田 晴幸　氏

グループホーム
世話人等研修

40
グループホーム

世話人等

グループホームの基礎知識を学び、事例検討を通じて、
利用者が安全で安心できる地域やホームなどの環境づくり
について考えるとともに、世話人同士の情報共有・問題の
解決法等話し合う機会とする。

丹下 靖　氏

100
障害者(児)支援
関係業務従事者

障害者総合支援法や障害者虐待防止法、差別解消法な
ど制度策定までの時代背景等の基礎知識を学ぶとともに、
利用者を支援するにあたっての姿勢を振り返る機会とす
る。

社会福祉法人 名古屋市総合リハビリテーション事業団

名古屋市総合リハビリテーションセンター　
総合相談部長　小島 一郎　氏

障害者(児)支援
関係業務従事者

応用行動分析について学び、実践的なアイデアについて
意見交換をしていくなかで、必要な支援を具体的に考える
ことをねらいとする。

アイズサポート　
代表　伊藤 久志　氏

60
障害者(児)支援
関係業務従事者

放課後等デイサービス事業の成り立ち等の背景や職員と
して必要な視点を再確認するとともに、他機関との連携、
利用者及び家族との関わり方や支援方法を学び、職員の
スキル向上を目指す。

ＮＰO あいち障害者センター
理事長　近藤 直子　氏

100
障害者(児)支援
関係業務従事者


